








































































































模が大きくなってきまし ね。地域とし みんなで盛り上げていこうとな きっか がだんじだったと思います。
船引さんの想い
ー周辺地域の特徴について、
松引きんが
個人的に思われている乙とはあ ますか？昔からここらへん、
自分たちの地域のことを「
村」といっているんですよ。できるだけそういう関係は残していきたいなと思いますね。交涜が少しでも盛んになって、
顔見知りに会ったらあいさ
つできるような関係が増えればいいなと考えてます。
あと、
盆踊りもだんじり祭りも、
住民全員から
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ではないですけど地域の皆様にご祝儀をいただいて運営をしているんですが、
楽しい盆踊りだ、
い お祭りだということになれば、
ファンも増
えてくれるんじゃないか 思ってます。
だんじ
り祭りではお弁当や子供さんのお菓子を配ったりもして ますので、
喜んでくれる大人の方や
子供さんもおら と思いますし、
そういう事
を通じてでも
皆との関わりが増えればいいかな
と思っています。ーそういうコミュニケーションや
関わりが持てるという意味で村という乙とでしょうか？
そういうことです
ね、
昔は人口が少な
かったのでどこのだれ ということも今よりもっと把握できたかと思います。
野
寄村で困るのが
お
店が少ないということなんですね。
岡本
は駅の方に行ったら店がたくさんありますけれども、
西岡本
船引きん 11月24日撮影
の方は酒屋さんとタバコ屋さん二軒くらいですかね。
ご飯を食べに行こう飲みに行こうといっても
お店が近くにないんですね。
そのような意味では
不便といえば不便ですけど、
そのかわり車も少な
いですし、
ゆったりして
るのがいいところですか
ね。ー最後に、
この野寄地域がどのように
なってほしいかという船引さんの思いを教えてくださ 。祭りなどの伝統はこのまま若 人に引き継いで
いってもらって、
さっき言ったような「村」の状
態を今後 続け いってほしいですね。
それがこ
の野寄での行政の言う「安心安全なまちづ り」の一つかなと思ってます。ーそういう地域やコミュニケーションを
繋いでいって、
今の状態をしっかり残す
という乙とですか？そうですね。
取材日
二O二ハ年
＝月二四日
編集村上雄
野寄との思い出と関わり
野寄地域での子どもの頃の思い出について教えてください
子どもの頃は野寄の公園に行ったり、
友達の
家で遊んだり、
また公園だけではなく、 当時は
車の通りが少なかったの 、
家の前の道で男の
子とは三角ベースボール在したりとか、
家の中
でままごとをしていました。
この上の山は登る
ことができたので、
そこから山登りもしていま
した。
この地域は畑や田んぼ、
空地があり、
道
で遊んでいて車が来ても、
ちょっとよけるだけ
でよかったので、
自分の家の前や路地に入った
りと遊び場は多かったです。
小学校の頃は、
私たちは「ていきゅう」って
呼んでいる遊びをしました。
自分の陣地の地面
にワンパンさせて相手 陣地に入れると うルールで、
大きなドッジボールを使用したボ
l
ル
遊びが小学校の頃によく流行っ いました。
他
の地域では び方、か違っていたようです。
最大
四人ぐらいで四角を書いて各陣地に順位を一番から四番まで決めて、
勝っていったら順位、か上
がっていく。
勝てば上がっていって、
負ければ
藤本圭子さん（五O歳代）
下がっていく。
最後は見物人になって、
次に負け
た人と見物人が交代する遊びを五年、
六年の頃よ
くやっていました。
位を元、
大、
中、
小って決め
ている地域もあり、
学校でこの遊びをよくしてい
ました。
私が子どもの頃は住吉川で遊べませんでした。
ちょうど小学校の頃埋め立てをしていたので、
住
吉川には入ってはいけないと う時期でした。
多
くのダンプカーが通って（注一現在の遊歩道は当時ダンプ道だった）
、
山の士を海辺のほうに運
ん
でいました（注一六甲アイランドの埋め立て）。なので、
住吉川で遊んだ思い出は全くなく、
私の
子供を川で遊ばせることができ 時に、
自然の中
でめだかを捕ったりしている姿を見てすごくうれしかったです。
私が子供の時は川が身近に感じな
かったので、
子供が川で遊んでいることは感動し
ました。
4ゎ
せ骨
4争
て H
